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2012 年 1 月 11 日付採用

　麻酔科　 　医師　西
にしもと

本 雅
まさひこ

彦

2012 年 2 月 1 日付採用

　脳神経外科 医師　伊
い た み

丹 尚
ひさかず

多
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診療科：小児科

日　時：2012 年 2 月 14 日（火）　19：30 ～

場　所：国立病院機構 岩国医療センター

　　　　　地域医療研修センター 視聴覚室

講　師：岡山大学病院　助教　岡田 あゆみ 先生

対　象：岩国地区の医師及びコメディカル
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日　時：2012 年 2 月 12 日（日）
　　　　　8：30 ～ 17：15

場　所：国立病院機構 岩国医療センター
　　　　　地域医療研修センター 視聴覚室

講　師：山口県立大学看護栄養学部　
　　　　　田中 マキ子 教授

対　象：岩国地区の看護師及び
　　　　　当院看護師・助産師
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不安や悩みをお話しできる場です。お気軽にどうぞ。
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日　時：2012 年 2 月 17 日（金）
          14:00 ～ 15:00
場　所：国立病院機構 岩国医療センター
      　  旧南 1階病棟 デイルーム

対　象：当院へ通院中または入院中の
　　　　　がん患者さんとご家族
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　昼の部は約70名、夜の部は約40名と多くの方の参加がありました。
当日は「ジングルベル」など、約 10 曲を演奏。夜の部では急遽、全
楽器で「ふるさと」のコラボ演奏が行われ、大いに盛り上がりました。
　患者さんからも自然と笑みがこぼれ、会場全体がほんわかとした
空気に包まれた、和やかな時間でした。
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1. 全学年の看護研究を聴くことにより、看護に対する考え方を持ち、研究に対する考えを深める。

2. 講演を聴講することにより、看護師に期待する接遇・マナーについて学ぶ。また、看護師に必要な接遇・

　マナーについて考えることができる。

岩国医療センター附属看護学校

～学校祭の目的～

1～ 3年生がそれぞれのテーマに沿った《看護研究発表》を行いました。

今回は、１年生の看護研究を紹介します。

平成 23年 11 月 16 日（水）

1 年生…

①口腔疾患の改善・予防　　②自分で食べる能力の向上

③唾液等による自浄作用　　④自浄作用による感染防御機能増

⑤コミュニケーションや味覚、口臭の改善など文化面の向上

⑥誤
ごえんせい

嚥性肺炎や誤嚥事故の予防や防止

口腔ケアをする
ことにより、　

　　

●「一処置一手洗いの重要性　～看護師の手を介した感染を防ぐために～」

●「口腔ケアについて　～物品選択と効率的な歯の磨き方～」

1年生が発表から得たこと

 

2 年生…

3年生…

一処置一手洗いは、院内感染を防ぐために重要で、一番頻繁に行う技術なので、看護師にとってと

ても大切な技術だと再確認することができました。

患者さんにだけ視点を向けるのではなく、家族にも目を向けて精神的ケアを行っており、看護の視

野を広げることができました。また、患者さんの個別性や、ニーズに応じたケアを行うことの必要

性を学びました。

●「身体拘束されている患者さんのストレス緩和への関わり　

　　～感覚性失語や脳血管性認知症のある患者さんを通して～」

●「自己決定することと自己効力感を持つことの重要性　

　　～意欲低下した患者さんの日常生活を自立させるためには～」

患者さんのそばにいることの重要性や、意欲が低下した患者さんのやる気を引き起こす関わり方に

ついて学ぶことができました。

看護研究発表

テーマ

テーマ

テーマ

2年生が発表から得たこと

3年生が発表から得たこと

口腔ケアの

目的とは？
生活の質の向上や

生きがい　

につながります。

1年生 看護研究 テーマ：「口腔ケアについて　～物品選択と効率的な歯の磨き方～」

●「不安を抱く患者さんのそばにいることの大切さ

　　～慢性閉
へいそくせい

塞性肺疾患の急性増悪により、人工呼吸器装着となった患者さんとの関わりを通して～」

●「統合失調症の慢性期症状を持つ患者さんの看護　～セルフケア行動を維持するための関わり～」
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　今回学校祭を行うにあたり、私は初めて自治会の一員として参加しました。自治会の仕事は、会場図を作成し

たり、リハーサルを行ったりと多忙なものでした。そんな中学んだことは、ひとりで多くの仕事をこなそうとし

て間に合わなくなり、かえって他の人に迷惑をかけてしまったことから、“物事をなすには、一人ひとりが自ら

の役割をしっかり把握し責任を持って動くこと、また、進行状況などの情報共有や、お互いの役割を手伝うなど

のチームワークが大切だ”ということです。誰かひとりが欠けても、学校祭を成功させることはできなかったと

思います。仕事が多いことは辛いことでしたが、その分、学校祭を終えたときの達成感は大きく、喜びも仲間と

共に分かち合うことができたため、より大きかったです。

　チームワークは、看護師の職に就くにあたり重要なものだと思います。自治会活動を通して得た経験や学びを、

今後活かしていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　私たちは、授業で学んだ“口腔ケア”について研究し、発表しました。

　この実験の目的は、様々な歯磨きを体験することで、どういったタイプの歯ブラシがどのような患者さんに適

しているのかを考察し、患者さんの状態にあわせて物品選択を行うことのできる視点を理解することでした。

　実際に歯を磨き、カラーテスターを使用して汚れを視覚化することでわかったことがあります。まず、共通し

て汚れは歯間に多く残っていました。それは歯の表面だけを磨いてしまうため、歯間などの細かい部分が磨けて

いないということでした。また、歯ブラシは個人差があるけれど、やわらかめのものが痛みもなくきれいに磨く

ことができ、良いということを実験から学びました。その他、歯ブラシによっては、歯茎や歯間を磨く際に痛み

を感じる物もあったこと、患者さんによって歯並びなど口腔状況が異なることから、適切な物品選択が必要とな

ることを再確認することができました。

　今回は口腔ケアについてでしたが、今後どの技術においても学びを深めていきたいです。

　いろいろな道具で 1 分間歯を磨き、カラーテスターで汚れを視覚化してみました。

その結果、様々な種類の歯ブラシの利点・欠点が分かりました（下記【図 1】参照）。

【図 1】様々な種類の歯ブラシの利点・欠点

　　    種類 　　　　　　　　                  利点  　　            欠点
 

 電動歯ブラシ

 ●短時間できれいに磨ける。

 ●電動なので、あまり手を動かさなくてよく、誰でも 

   しっかり磨ける。

 高価

  歯ブラシ
 （やわらかめ）       

 ●力を入れずに磨いても、全体的に汚れが落ちる。   

 ●毛先が柔らかいため、歯間もきれいになる。   

  
 特になし

  歯ブラシ
 （ふつう）

 ●ほとんど汚れは残らず、隅々まできれいに磨ける。
 特になし

 歯ブラシ
 （かため）       

 ●汚れはある程度取れる。  歯間、歯茎は痛みを感じるため 
 磨きにくい。
 ➝子供、高齢者には不向き

 スポンジ
 歯ブラシ

 ●歯ブラシが使えなくても全体的に汚れを落とせる。

 ●舌のマッサージができる。
 細かい所の汚れを落としにくい。

　接遇マナーについての特別講演が行われました。「相手に優しさ・安心感・信頼感が

伝わる表情、伝わらない表情」、「心が伝わる笑顔のポイント」を学びました。

（右の写真：〈笑顔の練習〉口元、目の表情、心の 3つのポイントを一致させることが大事）

『看護研究発表を終えて…』

『学校祭で自治会活動を経験して…』

65回生　來
きむら

村 明
あきのり

典

64 回生　斉
さいとう

藤 裕
ゆうや

也

特別講演『思いやりを形に　～心を伝える接遇マナーのポイント』
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　バレンタインデーが近づいてきましたね。2 月 14 日のバレンタインデーは、「女性から好きな男性へチョコレートを

贈る」子供から大人まで誰もが知っている日になっています。しかし、この日にチョコレートを贈るという習慣は、日本

独自のもののようです。欧米などでも家族や恋人に贈り物をする習慣はありますが、チョコレートに限らず、カードや花

束、お菓子などを贈っているようです。日本でチョコレートを贈るということが定着してきた理由は、まずは、販売促進

としてのチョコレート業者の策略です。バレンタインのキャンペーンやセールとして、チョコレートを売り出したのがきっ

かけとなったようです。そして現代での、「義理チョコ」「逆チョコ」そして「ホワイトデー」といった日本独自の習慣に

つながってきたといえるでしょう。

　総じて私の生まれ育った昭和 30 年代には、バレンタインデーの贈答品はチョコレートであるという意識はまだなかった

ように記憶しています。日本では、本来の由来やキリスト教とのつながりとは関係なく、独自のイベントとして広まって

しまった感じもしますが、特に若い男女の間では、一年の中の大切な日となっていることは間違いありませんね。　

　この記事を書いていて、暗い高校生時代を思い出しました。意味もなく放課後遅くまで学校に残ったり、帰り道に待ち

伏せされていないかキョロキョロしたり……。徒労に帰すとも知らず、涙ぐましい努力をしたものです。（K.U）


